
立ち上がり動作の分析と介入



 支持基底面(BOS)が両側殿部/大腿後面/足底で構成された状態から足底のみへと移行し，質量中心(COM)を

前上方に移動させ，座位⇒立位へと至る動作

 ヒトが移動する(Locomotion)ためには，この“立ち上がり”のプロセスが必要不可欠となる

立ち上がり（Sit to Stand）とは？
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立ち上がりの特徴
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①推進

立ち上がるために必要な
関節トルクの生成

②安定

③適応

環境の制約に従い推進/安定の
目標達成に向けた適応能力

COMを移動することに
対する安定の保証

金子 唯史：脳卒中の動作分析-臨床推論から治療アプローチまで-



経時的にみたSit to Stand時におけるCOM

COMの軌跡と立ち上がり
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長部太勇 他：立ち上がり動作の生体力学的特性と臨床への応用．理学療法27：312-320.2010



 股関節屈曲による体幹前傾を強め，COMを両足底で構成されるBOS内に安定させながら移動させていく戦略

 股関節伸展筋において，要求される筋活動が移行戦略と比較して大きくなる

 体幹前傾が強いため，股関節伸展・腰部伸展モーメントが大きくなり，膝伸展モーメントは減少する

Stabilization Strategy
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Yoshioka S et al：The minimum required muscle force for a sit-to-stand task．J Biomech. 2012 Feb 23;45(4):699-705

体幹前傾を
強める

COMをBOS内に
安定させる

股関節伸展筋の活
動が求められる



 股関節屈曲による体幹前傾は安定戦略と同様だが，速度は速く，角度は小さくなる

 前傾速度を増加させることでCOMの前方加速度を大きくし，両足底にCOM移行する前にLift Offして立ち上がる

 体幹前傾が少ないため，腰部伸展・股関節伸展モーメントは減少し，膝関節伸展モーメントは増加する

Momentum Transfer Strategy
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Yoshioka S et al：The minimum required muscle force for a sit-to-stand task．J Biomech. 2012 Feb 23;45(4):699-705

体幹前傾が
少ない

膝関節伸展が
求められる

COMがBOSに移行
する前に立ち上がる



立ち上がりに要求される要素
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Millington PJ et al：Biomechanical analysis of the sit-to-stand motion in elderly persons．Arch Phys Med Rehabil. 1992 Jul;73(7):609-17

①Weight Shift

体幹前傾による体重移動

②Transfer ③Lifting

足底へのCOP移行
屈曲から伸展への転換

身体の伸展



 体幹前傾の開始から膝関節伸展が開始されるまでの区間．

 下肢の位置関係，特に足部と膝関節の位置関係が重要であり，前方へのCOM移動量や速度の増加，

 TAの活動開始の遅延，単関節筋中心の連結などに関与する．

Phase②：Transferへ

③COMの高さをKeepした前方偏位

②座骨結節の相対的な後方への移動

①骨盤前傾に伴う体幹屈曲＆下腿前傾

Phase①：Weight Shift（重心移動相）
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Khemlani MM et al：Muscle synergies and joint linkages in sit-to-stand under two initial foot positions．Clin Biomech (Bristol, Avon). 1999 May;14(4):236-46



 体重を前方へ移行(Weight Shift)していくには，Hip Flexor&TAの前方推進能力は絶対的に要求される

 しかし，効率的なTransferへ移行するには坐骨を支点としたCOPと抗重力を保持したCOMの活動が必要になる

トルクを制御する筋群の重要性
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Donald A. Neumann et al：Kinesiology of the Musculoskeletal System: Foundations for Rehabilitation, 2edition：Mosby．2009



 COPの偏位減少と足底への僅かな荷重に伴う体幹屈曲は，非効率的なCOMの推移を辿ることを示すStudy

 脳卒中患者の体幹運動は，非常に少ない骨盤前傾に代わり，上部体幹での代償で実行されていることを報告

トルク発生のためのCOM移行の重要性
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Messier S et al：Dynamic analysis of trunk flexion after stroke．Arch Phys Med Rehabil. 2004 Oct;85(10):1619-24



 膝関節の伸展が始まり，体幹が前傾位から伸展運動に切り替わるまでの間＝離殿をさす．

 前脛骨筋はこのPhaseでも重要な役割を果たし，機能的なLiftingへの移行を促通することができる

Phase③：Liftingへ

③足底へBOS移動

②COPの前方移動

①COM上昇&前方偏位

Phase②：Transfer（転換相）
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Khemlani MM et al：Muscle synergies and joint linkages in sit-to-stand under two initial foot positions．Clin Biomech (Bristol, Avon). 1999 May;14(4):236-46



体幹伸展

遠心性コントロール
※RFとの協調関係の
もと股/膝伸展に作用

股関節伸展

膝関節伸展

遠心性コントロール

膝関節伸展

遠心性コントロール
※HAMとの協調関係の
もと股/膝伸展に作用

遠心性コントロール

要求される協調的筋活動とその構成
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 体幹伸展が始まってから体幹と下肢関節の伸展が終了する間をさす．

 両足底で構成されたBOSから逸脱せずにCOMは上方へ移動し，COPは前後方向に偏位する

Standingへ

③COPの前後方向偏位への制動

②安定した姿勢のKeep（COMとBOSの関係）

①COMの上昇

Phase③：Lifting（伸展相）
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Khemlani MM et al：Muscle synergies and joint linkages in sit-to-stand under two initial foot positions．Clin Biomech (Bristol, Avon). 1999 May;14(4):236-46



 座面が高ければ高いほど，時間はかからず尚且つ最小の筋出力にて立ち上がることが可能になる

 それに対して，座面が低い場合は時間を要し尚且つ反力に抗するだけの筋活動が要求されることになる

 この特性は，患者ごとにメリットにもデメリットにも働く可能性があるため，セラピストの判断が要求される

座面の高さと立ち上がり
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Yoshioka S et al：Peak hip and knee joint moments during a sit-to-stand movement are invariant to the change of seat height within the range of low to normal seat height.Biomed Eng Online. 2014 Mar12;13(1):27



Stroke Adapted Sickness Impact 

Profile-30 (SASIP-30) は，脳卒中患者

の生活の質や日常生活に対する影響を評

価するために使用される尺度．

①身体的な機能，②心理的な状態，

③社会的な役割の障害，

④コミュニケーション能力

各項目に対して患者が回答し，点数が高

いほど，脳卒中による機能障害が大きく，

生活の質が低下していることを示す．

立ち上がりと歩行・バランス・生活の質の関係
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Muhammad Azharuddin et al：Correlation between sit-to-stand ability, dynamic balance, gait speed, and quality of life in stroke population: a non-randomized pilot study.
Bulletin of Faculty of Physical Therapy26, Article number: 26（2021）
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